III期胸腺腫への術前放射線治療の有用性とWHO分類別放射線感受性の検討(縦隔腫瘍 (3), 第22回日本呼吸器外科学会総会) by 小貫 琢哉 et al.
III期胸腺腫への術前放射線治療の有用性とWHO分類
別放射線感受性の検討(縦隔腫瘍 (3), 第22回日本
呼吸器外科学会総会)
著者 小貫 琢哉, 山本 達生, 小澤 雄一郎, 伊藤 博道, 
酒井 光昭, 石川 成美, 鬼塚 正孝, 榊原 謙, 飯嶋
達生, 野口 雅之, 大原 潔
雑誌名 日本呼吸器外科学会雑誌
巻 19
号 3
ページ 374
発行年 2005-05-20
権利 日本呼吸器外科学会
URL http://hdl.handle.net/2241/00135024
218 (374) FlU子外会誌:. 19巻3号泣(沿5年4H i 
0-15器 mWI綿線経への総前放射線治被のギn日性と¥VHO分浄、民放射線感受注の投討
l 筑波大学呼吸器外科，三筑波大学路J~ミ礎学系外科J筑波大学 ぷ
縫医学ぷ1íg~H 、 4 筑波大学 臨床法学系汝射線科
? ? ??
???
?
?
? ? ?????
?
???
???
， ? ? ?
????? ? ??? ???????
?
?
???????
?、
??
，?
、
?
，
?
?
?
??
?
?
???????? ??
れれ;ワ I期総践憾の 10iF生芥々はま約紛%と報告され， {. I1 J訟によ七
べ患い.4;Pft.:では m.ltJHJ持線経iこ対し討す前成立す線治療 (PreoperalIv台
父adìoth主~rapy:Prdどれを行い，その後手術，議後放射線治J訟をl:(';主良
好な成績をf!}でいる.またj胸繰践の WHO分銭翌日紋射線感受性はわ
かっていない.ドナ象，JjH~l 1982:年。念、ら 2ω4 苧 3 月に;~I沼会械の路
線 tJ主性磁場94WU (鈎総緩81fおL縄線癌 13符).lllWl鶏践膝25f対
中21{1UがPreRT路行(PreRTHIJ羽織線艇に PreRTlI1 J路線線競21供!
のWHO分、鋲:TypeAB・1倒， B1・5例.B2・6f札 B3・4f札分類
不能3錦.PreF:Tの続犠縮小率，生存率へお影響を検討. [結架i路
線総病Wjg1j10 tr.f.主芥療は i矧・ 100%，1I矧・ 88.9%(fl血病死 1~U) ， 
1Il!怒る 90.:~% (PrcRT m樹・94.i%}， rv賂・41.2%.腕線3'fi'2:>.1%. 
Pre RT II !{Jj鞠線惑の PreRT 後半:11)縮小本は 22% ・ WHO 分野{~\j，{z.J~]縮
小寺:は Bl・2:1.お96，B2・:n.89ら. 13・10.終iJ6.お1.B2/ま有志nこ転itJ、
したが (ρ く仏 OO~i) ， 1日 i~i有:訟ではなかった.B3の PreI口、前 i去の組
織{撃の変化は乏しかった.PreRT Hl im腕線路21例.j120現が完全切除
でき '1 :1併が務接線器合許切践を免れた.PreRT II Wl椀線艇の評発は
3t持で全て!)ig以内だうた.(考・祭]AkaOgi(l996)， Yagi(1996)のf'!'eRT
の桧3・JI幻lEr.勾数も少なく， PreRTの:tTftj 1誌をぶせなかった..(i'li:iの
Pr・eRTII間続綾艇の生存率は鋭施設よりもi渇く， PreRTはmlVJ線路
媛の長;智子役を改脅する可能性がある.IBでは PrσKτで綴ノj、i手:{幻自
の誕怒より!なく， 寵級i織i徴象の変f化ヒiにこ乏し治
別iにこ 1山i口Ij期話詰W制j持苅fJ締j脂持制1線奈斜1緩重のj術4約守li前下柏iJ蕗檎i良践助f与j捺法を考えるふ:.e.、設要:がiあ全ら}る.
